
　今年度、65周年を迎え、追手門学院大手前中・高等学校が、
伝統を受け継ぎながら、このように発展できたことは、山桜会
をはじめ本校を応援していただいております皆様方のご厚意・
ご支援によるものであり、あらためて感謝申し上げます。
　さて、本校では、学院理念である「独立自彊・社会有為」を
具現化すべく、8つの力（解決力・思考力・俯瞰力・創造力・コミュ
ニケーション力・表現力・協同力・貢献力）の育成を教育方針
として掲げ、教育活動を推し進めています。そして、従来の教

科学習に加えて、
総合学習を「洪庵
講座」と命名し、
これからの社会
が求める力を互
いに育むことを
実践してきまし
た。実際に中学

1年で行われている洪庵講座では、「社会理解」「国際理解」「表
現コミュニケーション」「ロボット・サイエンス」の4つの分野の
学習プログラムを設定しています。
　今年度、こうした本校の学びを校内で留めるのではなく、広
く発信し、世に問おうと、地域の小学生に対しての特別セミナー
を開催しました。コンピュータを用いた学習と「聴く・話す」を
意識した英会話授業を組み合わせた「イングリッシュチャレンジ」。
学院として連携・推進して
いるチアダンスの面白さを
体験する「ダンスチャレン
ジ」。洪庵講座で行ってい
るロボットの授業を体験す
る「ロボットチャレンジ」。
どのチャレンジも多くの
小学生が参加してくれ、有意義なものとなりました。
　とくに「ロボットチャレンジ」では、追手門学院小学校の児童
をはじめ広く関西圏から多くの小学生が参加してくれました。こ

こでは、教員が直接指導するのではなく、本校中高生徒がロボッ
トづくりやプログラミングの指導を行いました。また、追手門学
院大学の学生もサポートしてくれ、子どもたちが目を輝かせな
がら、ロボットに向き合う様を垣間見ることができました。小中
高大が１つの目標に向かって取り組む学びは、他に類を見な
いものであり、まさに総合学園ゆえにできる教育実践であると
目を細めております。
　また、ロボットチャレンジを指導した中学生は、自らも月の
資源を採掘するロボットを製作し、国際的なロボットコンテスト
である WROに出場し、国内1300チームの中から日本代表に
選ばれ、昨年に続き本年も世界大会に駒を進めることができま
した。11月７日、8日に行われた世界大会の地は、カタールの
首都ドーハ。昨年の悔しさをバネに休日返上で、ロボットに
プレゼンに磨きをかけました。50カ国の代表チームが一同に
集い、しのぎを削り合いながらも、友好を深めました。そして、
見事世界７位入賞を果たすことができ、彼らは満面の笑顔で
喜びを分かち合いました。生徒たちは「努力は実る」ことを証
明してくれました。世界中の人々から賞賛の拍手の中でステージ
に立った生徒たちの目には涙がうかんでいました。本大会を
通して、生徒たちはひと回りもふた回りも成長してくれたことに、
教師としてただただ幸せを感じています。
　世界大会では、ロボット教育に関わるシンポジウムも並行し
て行われており、今年度、洪庵講座のロボットの授業が高く
評価され、本校の教育実践を発表する機会を頂戴しました。
追手門の教育が、広く世界
に発信されていることは、
喜びの極みです。これから
も、さらなる発展を遂げるこ
とができるよう邁進する所存
です。今後ともご高配のほ
ど宜しくお願いいたします。

追手門の学びを発信！
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福田 哲也　

表現コミュニケーション

WRO世界大会

イングリッシュチャレンジ

重里 欣孝 大手前高24期

〒541-0052  大阪府大阪市中央区安土町 2-3-13
                        大阪国際ビルディング30階

http://sato-restaurant-systems.co.jp/
Tel.06‐7222‐3101

大人お１人様

嶋野 義夫 高17期塩見 啓二 小85・大手前中高28期

祝 !!  100 周年

桂　知伸 小91期・大手前中高34期

山一精工株式会社
ISO9001/IS014001/医療機器製造許可認証取得

〇 工業用ファスナー
〇 金属プレス部品
〇 樹脂成形部品

〇 航空機  〇 医療・介護
〇 家電     〇 設備

〒５３６-０００７ 大阪市城東区成育５丁目２２-１９
電話：０６-６９３９-２００１（代）　ＦＡＸ：０６-６９３３-１８７９
http://www.yamaichi-seiko.com/

桂　知伸代表取締役社長

製造販売部品 :

分 野 :

◆山桜会ホームページにも関連記事を掲載しております。


